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研究代表者の専門分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学・会計学 
キーワード：①レピュテーション ②マネジメント ③インタンジブルズ ④ブランド ⑤管

理会計 ⑥コーポレート・レピュテーション ⑦レピュテーション・マネジメン

ト 
 
１．研究計画の概要 
（１）コーポレート・レピュテーションが企
業価値の創造にどのような影響を及ぼすか
の研究を行う。あわせて，管理会計がコーポ
レート・レピュテーションの向上にどんな役
割を果たしうるかの研究を行う。 
（２）コーポレート・レピュテーションの研
究を世界的な水準にまで引き上げるべく努
力する。とくに，若い研究者の研究レベルを
引き上げる。 
（３）可能な限り，レピュテーション管理会
計の構築を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究計画の（１）と（２）の研究計画の目
的をほぼ達成できた。あとは最終目的である
（３）のレピュテーション管理会計の構築を
残すのみとなった。これが本年度の課題であ
るが，本年の 10 月までにはその原稿を仕上
げ，3 月までにはレピュテーション管理会計
の構築を完成できる目処がついている。 
 年度別にみていこう。平成 19 年度は，図
書の購入などで文献の蒐集を行う予定であ
ったが，計画通りであった。医療機関につい
てのレピュテーションを管理会計という観
点から考察した。調査に当たっては，5 つの
病院の事態調査を行った。これは平成 22 年
度の予定であったが，先取りしたことになる。
ただ，海外での世界大会への参加については，
授業期間中は大学から許可がでないことを
知り，残念ながらレピュテーション・インス
ティチュートの世界大会へは参加できなか

った。その代わり，アメリカ会計学会（8 月）
には参加した。とりわけアメリカ会計学会の
レピュテーションの関連報告には出席し，大
いに参考になった。アンケート調査を来年度
実施するための事前の調査を始めた。 
 平成 20 年度は，関連文献についても着実
に計画を実現させた。企業訪問も計画を達成
させた。昨年度は，授業中には海外への出張
は認められないということであるので，前年
に引き続き，レピュテーション関連学会への
参加は見合わせ，前年に引き続き，アメリカ
会計学会に参加した。アンケート調査を行い，
その成果を発表した。アンケート調査では専
修大学の青木章通氏と岩田弘尚氏に参加し
てもらった。 
 平成 21 年度は，本年度は，大学の禁止（表
面的には海外の渡航は許されているが，現実
には許可がでるのが出発の直前であったり
して不可能）を犯して，5 月にアムステルダ
ムで行われた第 13 回の世界大会に出席して
発表を行った。本年度の企業訪問は，雪印乳
業，ＹＫＫ，トヨタ，テトラパック社などに
なり，企業は予定とは違っているが，予定し
た企業訪問も果たすことができた。  
  
３．現在までの達成度 
 研究計画の（１）と（２）については，当
初の計画を遥かに上回る研究成果を残すこ
とができたと考えている。 
 （３）については，比率で表現するのは難
しいが，現時点で見ると，ほぼ 8 割程度まで
達成できているといえる。 
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４．今後の研究の推進方策 
 現在行っている日本会計研究学会のスタ
ディ・グループの研究を発展的に継続するこ
とで，研究の継続を図っていきたいと考えて
いる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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